




Reseach on the effect of variable-object-verb













































































































































































































































































































































































　CCL 言語データベースを利用して先の文中で取り上げた 122 個の変賓動
−120−
詞と名詞目的語との組み合わせについて、組み合わせの状況を考察した結果、
人に影響を与える変賓動詞と人を表す名詞の動詞名詞の組み合わせの関係に
は、以下の幾つかの特徴があることが分った。
１、 人に影響するほとんどの変賓動詞は、その目的語となる人或は人の性格、
情緒、心理品性等を表す名詞との組み合わせ関係が比較的散漫である。
２、いくつかの動詞は名詞目的語との組み合わせ関係が極めて緊密で、CCL
言語データベースの中には多くの高頻度で出現する組み合わせがあり、すで
にかなり固定的な組み合わせ語の塊を形成している。例えば、「孝敬２（目
上の人に贈りものをする）」は、変賓動詞としての190条の言語材料の中で、
目的語が「父母」が46条、「老人」が22条、「夫の父母」が７条である。「瞻
養（扶養する）」は、変賓動詞としての76条の言語材料の中で、その目的語
が「老人」が30条、「父母」が11条である。「養育（育てる）」は全部で260条
の言語材料で、その目的語が「子供」が33条、「子女」が９条、「息子と娘」
が８条である。「撫養（扶養する）」は257条の言語材料で、その目的語が
「子供」が84条、「孤児」が25条、「子女」が22条である。「撫育（愛情を込め
て育てる）」は81条の言語材料で、その目的語が「子供」が15条、「子女」が
６条である。「生育（出産する）」57条の言語材料で、その目的語が「子供」
が16条、「子女」が13条である。「招待する」は553条の言語材料で、その目
的語が「客人」が106条、「朋友」が24条である。「任免する」は106条の言語
材料で、その目的語が「駐外大使」が44条、「国家工作人員」が25条、「幹
部」が５条である。
３、いくつかの動詞は名詞目的語を意味の面で制限する。例えば「捕虜にす
る」の語義は目的語が敵軍であることを明確に指している。「訴え出る」の
名詞目的語は服務に問題がある公職に就いている人であり、「処分する」の
名詞目的語は規律違反を犯した人であり、「打ち勝つ」と「淘汰する」の名
詞目的語は「敵」「相手」など動作発生者と敵対関係や競争関係がある人で、
「慰問する（見舞う）」「あいさつする」の名詞目的語の多くは、生活困難者
或は災禍に遭遇した一般の庶民である。「侍候（世話をする）」、「伺候（仕
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える）」、「照顧２（面倒を見る）」、「照料（世話をする）」、「関照（世話をす
る）」、「援助（援助する）」の名詞目的語の多くは、面倒を見てもらう必要が
ある老人、児童生徒、体が弱く病気がちな人を表す名詞である。「募集する」
「採用する」の名詞目的語は「学生」などが試験を通じて申請する学校や地
位のある人で、「かくまう」の名詞目的語は、犯罪行為の有る人である。
　変賓動詞と人を表す名詞目的語との組み合わせに関心を寄せると同時に、
変賓動詞の動作主体とその名詞目的語の意味との関係もまた注目に値する。
研究して次のことが分かった、
　「感動する」「奮起する」「鼓舞する」「安定する」「落ち着く」「驚愕する」
「ショックを受ける」の動作主体が事件事柄である以外、ほかの動詞の動作
主体はみな人である。名詞目的語に対する動作主体が人である動詞の中で、
いくつかの動詞は動作発生者と動作の受けての間の地位関係を制限する。例
えば「表彰する」、「顕彰する」「見舞う」「あいさつする」「雇用する」「育て
る」、「扶養する」、「（愛情を込めて）育てる」、「（経済的に）援助する」、「導
く2」、「（人材を）養成する」、「（人や動物を）拘束する」「（幹部や技術者を）
訓練し養成する」、「訓練する」、「指揮する」、「罰する」、「処分する」、「懲ら
しめる」、「処罰する」、「（退職或は免職した官吏を）再任用する」「（新人を）
抜擢し起用する」「（重要な任務につけるため）抜擢する」、「合格採用する」、
「採用する」、「任用する」、「任免する」等の動詞の動作発生者は動作の受け
手よりも地位が高い。「孝敬２（目上に物を差し上げる）」「教えを請う」「瞻
養（扶養する）」等の動詞の動作発生者は動作の受け手よりも地位が低い。
　概言すれば、人に影響を与える変賓動詞と名詞目的語の組み合わせ情況は
わりと簡単で、中国語を第二言語として学習する者にとってはいえば、ここ
で学ぶべき点は、名詞との組み合わせが緊密な動詞は名詞目的語に対して語
義の制限を有する動詞であること、また動作の主体は人ではない動詞だとい
うことである。
参考文献　原文参照のこと。
